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講演内容(伝えたいこと)

免疫系を制御するCD4陽性ヘルパーT細胞のうち、濾胞

ヘルパーT（Tfh）細胞は液性免疫応答を担い、免疫ア

レルギー疾患への関与が示唆されている。本研究では、自

然リンパ球（ILC）とTfh細胞の新たな関係性に着目して、

IL-9産生ILCとIL-9受容体陽性Tfh細胞の相互作用の

解明を目指している。得られた研究成果は、免疫アレル

ギー疾患の克服に向けた応用へと展開したい。

私たちには、体の中に入ってきたウイルスや細菌などの異物から身を守る「免疫」という仕組みが備

わっています。免疫応答ではヘルパーT細胞が活躍し、役割により複数の種類が見つかっています。こ

のうち濾胞ヘルパーT(Tfh)細胞は、リンパ組織でB細胞に働きかけます。これによりB細胞は抗体を

効率よく作ることができます。

抗体は体を異物から守る働きがあることから、Tfh

細胞の研究は感染症やアレルギーなどの病気を理

解するうえでも重要な研究分野として注目されてい

ます。本フォーラムでは、私がどのようなきっかけで免

疫学に興味を持ち、Tfh細胞研究に携わることにな

ったのかを紹介します。また、ワクチン接種など、私た

ちの日常生活の中で出会う「免疫の働き」について、

Tfh細胞を研究する立場からわかりやすくお話ししま

す。このフォーラムを通じて、皆さまの免疫学への関

心や理解が深まるきっかけになれば幸いです。
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